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結びに 
物理チャレンジ，物理オリンピックの活動
は，多くの人々のボランティア活動によって
支えられています。委員のほとんどは，教育
や研究の本務を抱えながら事業に参加してい
ます。本務校の外での活動に対して必ずしも
周囲の目は寛容ではないと聞くことがありま
す。そのためには我々の活動を本務としてで
きるような，財政的にも人材的にも強固な組
織にする必要を感じています。一方で，この
ような次世代を育成する活動には，さまざま
な人々が協働することも重要です。社会全体
がもっとゆとりを持って，このような伸びる
子供たちを，見出し，伸ばし，羽ばたかせる
事業を，ともに楽しくすることができるよう
になればありがたいと思っています。
本事業には，東京理科大学の支援，そして
教職員の協力をいただいています。ここに厚
く御礼を申し上げます。
付記：2012年の問題
誌面に余裕があるということなので，2012
年にエストニアで開催された物理オリンピッ
クで出題された問題を紹介したいと思いま
す。使うべき技巧は高校生で十分のレベルで
すが，内容が深くまた物理のセンスが問われ
るもので，参加した国々から絶賛されまし
た。
実験問題（写真７）は，水の反磁性を調べ
るものです。水を入れた容器に強力な磁石を
沈めます。水の反磁性のために，磁石は水を
外側に押し出します。この水面の僅かな変形
を，レーザー光線の水面からの反射を使って
測定し，水の透磁率を求めます。初めに磁石
上の水面が凹むのか盛り上がるのかが問われ
ます。僅かな変形なので分かりにくく，また
反磁性ということに思い及ばないと，逆の結
論を出してしまいます。事前の知識がなくて
も，最後まで丁寧に測定すると，反磁性とい
うことに気付くという発見を楽しめる問題で
す。
理論問題の一つは，「写真８のような球形
の建物があるとき，ボールを地上から投げ
て，建物の頂上に到着させたい。ただし，頂
上に到着する前に屋根に接することはないと
いう条件を課す。地上から投げるときに必要
な初速度の下限を求めよ」という問題です。
エネルギー保存則からすると，頂上におけ
る位置エネルギーに相当する運動エネルギー
で投げ上げればよいように思われます。しか
し，その場合には，途中で屋根に接し，それ
からは屋根に沿って頂上まで這い上って頂上
で速度ゼロとなります。運動の可逆性から考
えれば，最初に初速度ゼロで屋根から転がす
と，途中で屋根を離れて空中に飛び出すこと
から理解できます。つまり，問題の条件を満
たしません。正解は図１のような軌道が，初
速度の下限を与えるのです。いったん頂上よ
りも高いところまで行って降りてくるという
ところがおもしろいところです。
数を占めるようになりました。 
おそらくSSH（スーパーサイエンスハイスク
ール）の長期にわたる地道な政策が功を奏し
てきたことを示しているように思います。 
日本の教育政策にはなかなか長続きしない
ものが多いのですが，SSHは揺れ動きつつも
長期にわたって施行されてきた数少ない教育
政策であると思います。 
物理オリンピック事業も同様で，2005年に
最初の「物理チャレンジ」を開催して以来12
年が経過し，第１期生たちが博士号を取得
し，現在，世界を舞台に物理学，数学，情報
学，工学の各分野で業績を残しながら活躍を
しています。 
物理オリンピック日本委員会の活動 
物理オリンピック日本委員会の事業は３本
立てになっています。国内選抜「物理チャレ
ンジ」を実施すること，国際物理オリンピッ
クに選手と役員を派遣すること，そして物理
チャレンジと国際物理オリンピックの意義を
広報することの３つです。
広報については，中等学校の生徒と教員に
対する研修プログラム（「プレチャレンジ」と
呼ぶ）の実施，ウェブ上でコラム「今月の問
題」，小学生向けの啓発活動（「ジュニアチャ
レンジ」と呼ぶ）などを実施しています。 
さらに2022年には日本で国際物理オリンピ
ック開催が予定されており，現在「国際物理
オリンピック組織委員会」を立ち上げ，準備
を進めています。
また，数学，物理，化学，地学，生物，情
報，地理の７つの教科のオリンピックが連携
して，広報などを一緒に進める「日本科学オ
リンピック委員会」が４月から発足する予定
です。
人材育成のために 
人材育成は日本の将来にとってとても大切
なことであると思います。この物理オリンピ
ック事業は，単に選抜によってトップスター
を発掘し国際舞台に送り込むということでは
なく，もっと幅広い人材育成，それも国際的
な標準を意識した人材育成を行い，その結果
として，若い人々が国際舞台で活躍するとい
う状況を創出するという目標を掲げてきまし
た。 
まず，第１次選抜である「第１チャレン
ジ」においては実験課題を課しています。募
集要項には実験レポートの書き方を説明し，
科学的知見を他者に伝え共有するというサイ
エンスの基本を提示しています。本年は約
1,700通のレポートの採点を行いましたが，
個々に評価の視点を明示して成績を通知して
います。このように応募者全員にフィードバ
ックすることによって次の発展に結びつくこ
とを願っています。第２次選抜である「第２
チャレンジ」は合宿形式で実施し，全国から
集まった生徒たちの間の交流，研究者との交
流を図り，また試験のあとで試験課題の説明
会をアクティブラーニングの形式で行い，課
題の内容を理解して帰ってもらうということ
にしています。 
この第２チャレンジ出場者の中で，派遣代
表候補に選抜されなかった生徒たちには，
「ステップ・アップ研修」という仕組みを作
っています。次の「物理チャレンジ」に向け
て，もしくは将来の学修のための基礎的な力
の涵養を目指しています。 
このようにして代表を選抜するというだけ
でなく，代表候補者以外の広い層に対する教
育活動も進めています。理想的には，各段階
で選抜と研修を織り交ぜていくことによっ
て，広く啓発活動をすすめることであると考
えています。
特に第１チャレンジから第２チャレンジに
進めなかった1,600名ほどの生徒たちに対し
て，もっと丁寧な研修の機会をどのように設
計するかが課題であります。
写真７　第43回国際物理オリンピック（2012年，エス
トニア）の実験問題
図１　正解の軌道写真８　球形の建物
